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Seven species of the blue-green algae from the mountain streams of the Satsunai-gawa 
River in Hokkaido are enumerated. Among them Clastidium setigerum， Coleodesmium 
wrangelii and Cyanophanon mirabile are newly added to the Japanese fiora. Five species， 
Chamaesiphon confervicola， Ch. minutus， Coleodesmium wrangelii， Homoeothrix janthina 

and Phormidium autumnale were relatively abundant in the surveyed area. 
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北海道の日高山系， 札内川上流の本流と支流から

1981年 9月， 1982年 3月 7月， 1983年3月 7月，

11月に採集された藻の試料中に17分類群の藍藻が認め

られた。それらの内日本新産の 3種 Clastidium

setigerum， Cyanophanon mirabile， Coleodesmium 

wrangeliiと比較的多量に現われた4種を記載報告す

る。全藍藻の目録と産地の詳細については前報(庵谷

他1984)を参照されたい。標本はグルタールアルデヒ

ドで闘定され，国立科学博物館筑波実験植物園に保管

されている。

1. Chamae8iphon confervicola A. BRAUN 

(Fig. 1 h， i) 

藻体は根俸状， 真直ないし湾曲する， 頂部の幅 4-

1) 黒木宗尚教授退官記念論文

2) 北海道産淡水藻類ノート.6. (Notes on fresh-
water algae from Hokkaido. 6.) 

5.5μm，長さ 70pmに達する。鞘を除く細胞の幅は

頂部で3-4μm，基部で約2μm。鞘は薄く，厚さ lpm

以下，無色。外生胞子は頂部に1ないし多数形成される。

Coleodesmium wrangeliiの体上に多数着生するの

が観察された (Fig.1h， i)。流水中の岩石上にもしば

しばみられた。

2. Chamae8iphon minutu8 (ROST AFINSKI) 

LEMMERMANN (Fig. 2 a， b) 

藻体は短い円筒形ないし円筒形に近い卵形，幅 3-4

μm，長さは幅の約1.5倍。輸はひじように薄く，無

色， 認められない場合も多い。外生胞子は頂部に 1-

(2)個形成される。

Coleodesmium wrangeliiの体上に多数着生するの

が観察された (Fig.2 a， b)。流水中の岩石上にも生

育する。
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3. Clastidium 8etigerum KIRCHNER 

(Fig. 2 c， d， Fig. 3 c， d) 

藻体は基部で他物に着生する，単細胞，円筒形ない

し長卵形で両端で細まる，幅 2-4.5μm，長さ 4-10μm，

頂部においてより強く細まり頂端に粘質の長い毛をも

っ。時に無色の薄い鞠が認められる (Fig.3 c)。

流水中の石の表面に珪藻，Chamaesiphon， Homoeo・

thrix， Phaeodermatium などと共に生育する。

Spirogyraの体上にも少数付着するが見られた (Fig.

2 c)。本種は我が国においても広く分布していると思

われるが，頂端の毛が見過され他の藻と見誤られて，

記録されなかったので、あろう。

4. Coleode8mium wrangelii (AGARDH) BORZI 

(Fig. 1 a-g) 

藻体は陪緑色ないし青緑色または黄褐色をおび叢生

する。 1ないし数本のトリコームがひとつの鞘に納っ

て糸状体を形成する。糸状体は偽分校をする。トリコ

ーム 1本の時の糸状体の幅は 17-28μm，2本の時約 30

μm， 3本の時約 30-44μm， 6本の時約 50pm。輸は

無色ないし黄褐色，厚さ 2-6ー(8)pmで明瞭， しばし

ば層構造を示し，糸状体の先端近くで波打つ。偽分校

には Tolypothr付属の藻のように異質細胞から出発

する場合 (Fig.1 c)と，Plectonema属などの藻のよ

うに異質細胞なしに起る場合 (Fig.le)とがある。ま

た Scytonema属の藻に見られるような対になる偽分

校も稀に起る。細胞は短い樽形ないし短い円筒形，時

に中央に向ってくぼむ。藻体上部のトリコームには櫓

形の細胞が多く，短い円筒形の細胞は藻体の中部と下

部に見られることが多い。得形の細胞の幅は 9.5-12

μm， 長さは 3-4.5μm。短い円筒形の細胞の幅は 8-

10μm， 長さは 5-8μm。 トリコームの先端の細胞は

半球形 (Fig.1 g)，幅 10-13.5pm，長さ 6-11μmで

他より大きいことが多L、。異質細胞はトリコームの基

部に位置し卵形ないし球形で栄養細胞に接する側が

裁形になることが多く，幅 10-13.5-(16.5)μm，長さ

11-17μm。アキネートは認められなかった。

コイカクシュ+ツナイ沢合流下の岩の水面辺り，波

の当る所に暗緑色の大きな集団を形成して生育してい

た。その他，本流上流の何箇所かで岩上に数mmの斑

点状の集団を作っているのも見られた。

札内川の藻はとりあえず C.wrangeliiと同定され

たが，過去に本種として記載された藻との聞にはいく

つかの相違点がある。即ち， トリコームの幅において

札内川の藻は既知のそれより大きL、。札内川の材料で

はトリコーム先端部の幅が少し大きくなることが多く

(Fig.lg)，他方 GEITLER(1932)や STARMACH(1966) 

が引用している FREMY(1927) の図では， トリコー

ムは先に向って多少細まって見える。

C. swazilandicum WELSHは本種と似ているが，

トリコームの幅 (9.5-11.3pm)が大きく，細胞の幅に

対する長さの割合(約1/2-2/3) も大きいなどの点で

本種 (GEITLER1932によれば， トリコームの幅は 9-

10μm， 細胞の幅に対する長さの割合は約 1/3) と異

なるという (WELSH1962)。また SouthWest Africa 

から新種として記載された C.scottianumはトリコー

ムの偏において本種と一致するが，細胞の幅に対する

長さの割合は大きく (約 1/2-2/3)， 偽分校の起る回

数が少ないなどの点で本種と異なるという (WELSH

1965)。

このように従来の資料で比べる限り，札内川の藻は

C. wrangelii C. swazilandicum， C. scottianumの

形態学的特徴を合わせ持っているので，上記各々の種

に同定される藻をさらに詳しく観察し，分類学的再検

討を加える必要がある。

5. Cyanophanon mirabile GEITLIER 

(Fig. 1 j-l， Fig. 3 e， f) 

藻体は基部で他物に着生する，単細胞，細長い円筒

形，幅1.6-3.1μm，両端は丸く， 時に先端部で、細く

なる。長さは時に 100μm以上に達する。先端部は分

校することがある (Fig.3 f)。成熟すると藻体は全長

にわたって幅の約1.5-(2)倍の長さでくびれ (Fig.1 

k， Fig. 3 e)， それらはやがて多数の外生胞子となる。

コイカクシュサツナイ沢合流下の岩上に生育する

Coleodesmiumの体上に Chamaesiphonminutusと

共に着生していた。また9の沢の急流中の Coleo-

desmiumの体上に多量に着生する Chamaesiphon

confervicolaと共に生育するのが見られた。

本種はオーストリアの渓流の材料をもとにGEITLER

(1955)によって新種として記載され，同時に新しい目

Cyanophanalesが設立された。最初この藻は Tolypo-

thrix distorta var. penicillataの着生藻として報

告された。その後 FRIEDMANN(1964)は英国の Lake

Districtの河川において本種の着生する藻を調べ，藍

藻4種，紅濠 2種，緑穣 2種をあげているが，その中

に Coleodesmiumは含まれていなL、。
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6. Homoeoth，.ix janthina (BORNET and 

FLAHAUL T) STARMACH (Fig. 3 a， b) 

1主体は分校 しない l 本の糸状体 より なり ， ~音ßで他

物に着生する。 トリコームは全長にわたって同じ帽を

示す場合と，基部において多少大きく ，先端に向 って

次第に細くなり長い主になる場合とがある， 幅 1.5-2

μm，モの部分で約 lμm，縞皇室部で多少くびれる場合

がある。隔壁はやや厚L、。細胞の長さは111日の1/3-1倍，

毛のtftl分では幅の数倍ないし10倍。輸は?i1iくi!lf:色。

流水'-1"の告石にCh白maesi戸hon，CLastidiωn， Phaeo-

dennatiumなどと共に着生する。 調査域に広く生育

するのが認められた。

渡辺 (1968)は木稜と同定される藻が木小11と北海道

の20余の河川に多量に存在すること，そしてそれが我

が国の河川において広く分布している可能性があると

述べている。 広瀬 ・ 玉I~ llil (1977)は日本淡水藻図鑑に

おし、て，波辺の報告 した~を Homoeothl'ix val'ians 

として扱った。IくOMAREKand KA1':¥" (1973)は欧州

と合衆国から集められた多数の標本を調べ Homoeo-

thl'ix Ji去の分類 と生態の両面からの詳細な研究報告を

者わした。 その，*，で H.janthinaと H.val'iansの

関係について次のような駆旨を述べている。 “トリコ

ームの中高は H.janthinaにおいて (1)一1.2-2-(2.3)μm， 

[-f. varians において 2-3.5μm， 細胞のJf~は前者でほ

ぼ)印7形， I:走者では円鈴形で長さは幅の約 1/2，析に

正ブJM。 主な着生~口は rìíï者において非Ti灰質岩

(Silikatgestein) ，後一自において石灰岩 (Kalk)0"ここ

では lくO~ I ÁREK らの考えに従って同定した。 111 岳河川

の特性を生物学的見地から検討する11奇，Homoeothrix 

l去の巨nレベノレでの分知が.m:'E!ーな点となる。 日本の河川

に ~I，.f':ïする同属の ~;jÆのさらに許しい分額学的， 生態学

Fig. 1. Blue-green alga巴 inth巴 mountainstreams of the Satsunai-gawa River. a-g. CoLeodesmiul11 

wrangeLii; h-i. Chamaesi戸honconfervicola; j-1. Cyanothanon mυ-abile. a (x40)， b-g (x200)， h-j 

(x400). k， 1 (x1000) 

Fig. 2. Blue-gr巴enalgae in the mountain streams of the SatsunaトgawaRiver. a， b. Chamaesゆhon

minutus; c， d. Claslidium setigerum; e-g. Phoγmidium autll1nnale. a-c (x400)， d (x1000)， e (x100)， 

f， g (x400). 
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ドig. 3. Blue-green algae in the mountain 

streams of the Satsunai-gawa River. a， b. Homoeo・
thrix janthina; c， d. Clastidium setigerum; e， f. 
Cyanophanon mirabile. a-f (x 1000). 

的調査が望まれる。

7. Phormidium autumnale (AGARDH) GOMONT 

(Fig. 2 e-g) 

藻体は多数からまり合うトリコームよりなり，時緑

色の皮膜を形成する。 トリコームは青緑色， 幅 4.8-

5.6μm，先端部で細まり先端の細胞は半円形ないし鈍

円錐形のカリプトラをもっ。隔壁部にくびれはなく，

隔壁部に果粒がならぶ場合がある。細胞の長さは帽の

1/4-2/3ー(1)倍。

本流の 9の沢合流の上流 9の沢 8の沢の急流中

にある岩の表面に厚さ約 1mmの皮膜を形成していた。

強い徽臭を示す。

本種は従来汚渇水の指標種とされている (例えば

PALl'vIER 1980)。しかし今回のように清澄な山間渓流

に多く出現したところから見ると汚濁水の指標種とす

ることには問題がある。さらに詳しい分類学的ならび

に生態学的調査が必要であるが， とりあえず本穏を広

適応性径とみなすべきと考える。
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